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一
人
一
人
の
取
り
組
み

が
必
要

　
男
性
と
女
性
が
、
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
行

政
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
一

人
一
人
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
市
で
は
、
男
女
平
等
意
識
を
高
め

る
た
め
に
、
学
習
機
会
や
情
報
の
提

供
を
行
う
と
共
に
、
家
庭
、
地
域
、

職
場
や
学
校
な
ど
で
平
等
を
実
現
す

る
た
め
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。「

紅
一
点
じ
ゃ
、
足
り

な
い
。」

　
国
は
、
今
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
「
紅
一
点
じ
ゃ
、
足
り
な

い
。」
と
定
め
ま
し
た
。
男
女
共
同

参
画
を
推
進
す
る
、
特
に
、
女
性
が

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と

に
よ
り
、
日
本
が
元
気
に
な
る
こ
と

が
伝
わ
る
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
国
や
県
と
同
様
に
女
性
の

参
画
に
つ
い
て
、
男
女
平
等
推
進
行

動
計
画
に
数
値
目
標
を
設
定
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
女
性
の
参
画
の

現
状
に
つ
い
て
は
左
下
表
の
と
お
り

で
す
。

女
性
の
参
画
拡
大
に
つ

い
て
の
努
力
が
必
要

　
左
下
表
を
み
る
と
、
市
の
現
状
は

県
や
国
の
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す

が
、
目
標
に
届
い
て
い
な
い
指
標
も

あ
り
、
引
き
続
き
女
性
の
参
画
拡
大

の
た
め
に
努
力
が
必
要
な
状
況
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
何
が
鍵
と
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
市
農
業
委
員

で
、
農
業
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参

画
拡
大
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
武
藤

栄
子
さ
ん
（
復
在
住
）
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　
毎
年
6
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
1
週
間
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
私
た
ち
の
ま
わ

り
の
「
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

指標でみる女性の参画状況

項　目 区分 現状値(平成23年度） 目標値 目標期限

市町村審議会等の女
性委員の割合

市 28.4㌫ 30㌫ 27年度

県
22.1㌫ 

（県内市町村平均）
― ―

国
27.3㌫ 

（国内市区平均）
30㌫ 27年

従業員100人以上の
民間企業の管理職
(課長相当職以上)

国 8.1㌫ 10㌫程度 27年

自治会における女性
会長の割合

市 7.5㌫ ― ―

県
6.3㌫

（県内市町村平均）
― ―

国
4.3㌫

（国内市町村平均）
10㌫ 27年

女性農業委員数

市 2人　（13.3㌫） 2人
27年度

県 40人　（3.4㌫） 80人

国 2,070人　（5.7㌫）
女性農業委員
のいない農業
委員会数　  0

25年度

市役所内女性管理職
(課長級)の割合

市 9.5㌫ 7.5㌫ 27年度

県
6.0㌫ 

（県内市町村平均）
― ―

国
10.5㌫ 

（国内市区平均）
― ―

現状値の出典
・ 県の数値…平成24年度「千葉県男女共同参画白書」より 
・ 国の数値…平成24年版「内閣府男女共同参画白書」より 
目標値の出典
・ 市の数値目標…平成23年3月策定「白井市男女平等推進行動計画」より 
・ 県の数値目標…平成23年3月策定「第3次千葉県男女共同参画計画」より
・ 国の数値目標…平成22年12月策定「第3次男女共同参画基本計画」より

男
女
共
同
参
画
週
間

◆外へ出るということ
　私は農業委員に就いたことが切っ掛けで、
県や全国単位の農業経営者の集まりに参加す
るようになりました。全国各地のいろいろな
人に会って話を聞くことができ、大変よい勉
強になりました。まだ女性の進出に抵抗のあ
る人もいますが、女性が外に出るには家族の
理解が必要です。私は幸い家族の理解を得ら
れました。女性が外に出て学び楽しみ、それ
を家に持ち帰ることは本人にも家族にも新し
い視点をもたらします。

◆女性も男性も同じように
　私は農業委員の集まりなどで学んだことを生かし、地域で相談され
たらアドバイスをしたり、法律などの知識を伝えたりして、その積み
重ねで女性でもできることを示しました。男性の役員から女性にどの
ような仕事をやらせればいいのかと聞かれたこともありましたが、女
性だからあらかじめ特別な仕事を割り振るのはおかしいと思います。
女性も男性と同じように勉強し仕事をして意見を言うことが大事です。
その結果として新しい視点は表れます。

◆話すということ
　集まりや会議の場で話すことが最初は大変でした。話し方の勉強会
に参加したり、集まりでの 1分間スピーチといった練習をしました。
今まで日本人は人前で話すことになじみがありませんでしたが、今は
人前で話すことが必要な時代です。こうした練習や実践を積み重ねた
結果、人前で話すことが平気になりました。今では要点をまとめたメ
モしか作りません。その方が自然に話せるし、必要な時に重要な部分
を繰り返すことができます。聞き手に関心がなさそうな時、話を耳に
届けるだけでも何かが違ってくると期待して話を続けるようにしてい
ます。

◆伝えたいこと
　人生は、農業は、楽しみながら、勉強しながら、遊び心を持ちなが
らやっていてほしいと思っています。「大変だ、どこにも出られない」
ではなく、若い人でも常に外に自由に出て行き、いろいろなことを経
験してもらいたいと思います。
　古い型に甘んじることは安心感がありますが、それではいつまでも
型を破れません。自分から変わろうと思わないと変えることは難しい
ことです。外に飛び出すことは、その切っ掛けになります。

武藤栄子さん

啓発ポスター

武
藤
栄
子
さ
ん
の
紹
介

〈
職
業
〉　
農
業
（
梨
）　
　
　
　
　
　

〈
経
歴
〉
•
市
農
業
委
員
•
市
男
女
共

同
参
画
推
進
会
議
委
員
•
平
成
24
年
文

化
の
日
千
葉
県
功
労
者
表
彰
受
賞
（
男

女
共
同
参
画
）

男女共同参画週間事業　啓発パネル展示
　男女共同参画週間事業として、平成 21 年度に県が実施した大学生
への男女共同参画意識調査結果に基づく啓発パネルを展示します。
日時　24 日㈪～ 28 日㈮　午前 8時 30 分～午後 5時 15 分
場所　市役所 1階ロビー
■問　企画政策課男女共同参画室　内線 3354・5

フジテレビの「千葉の贈り物～まごころ配達人」で
市のプラネタリウム館が紹介されます

　　放送は 16 日㈰午前 8時 55 分からです。ぜひご覧ください。
■問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

タウンミーティング開催日時・場所 
日程 時間 場所

7月7日㈰
13:00 ～ 15:00 冨士センター
17:00 ～ 19:00 西白井複合センター

7月13日㈯
13:00 ～ 15:00 桜台センター
17:00 ～ 19:00 公民センター

7月14日㈰
13:00 ～ 15:00 白井駅前センター
17:00 ～ 19:00 白井コミュニティセンター

　白井市をより良いまちにす
るために、今年も市長が直接
皆さんの率直な意見を伺うタ
ウンミーティングを開催しま
す。
　当日は前半に自治会から提
出されたテーマ、後半に参加
者からの意見を伺います。
　参加に関しては、事前の申し込みは必要ありません。都合の良
い日程でどの会場にも参加することができます。
※各会場の駐車場は駐車台数に限りがあるため、徒歩や自転車な
どで来場してください。
開催日時・場所　下表のとおり
■問　秘書広報課広報広聴班　内線3371

皆さんの声を聞かせてください

タウンミーティング

夏
期
の
節
電
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◆
引
き
続
き
節
電
に
協
力
を

　
電
力
の
安
定
し
た
供
給
や
地
球
温

暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
節
電
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
次
の
取
り
組
み
例
を
参

考
に
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
引
き
続

き
節
電
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
節
電
に
関
す
る
主
な
取
り
組
み
例
】

●
冷
房
の
設
定
温
度
を
28
度
に
心
掛

け
る

●
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
こ
ま

め
に
掃
除
を
す
る

●
不
要
な
照
明
を
消
す

●
冷
蔵
庫
の
温
度
設
定
を
強
か
ら
中

に
し
、
扉
を
開
け
る
時
間
を
短
縮
し

保
存
食
品
は
最
小
限
に
心
掛
け
る

●
電
気
機
器
は
主
電
源
を
切
り
、
長

時
間
使
わ
な
い
機
器
は
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く

●
つ
る
性
植
物
に
よ
る
「
緑
の
カ
ー

テ
ン
」
を
設
置
す
る

問
　
環
境
課
環
境
保
全
班
　
内
線
3

2
7
6
・
7

◆
夏
期
の
節
電
に
対
す
る
市
の
取
り

組
み

　
市
で
は
、「
白
井
市
役
所
夏
期
節

電
行
動
指
針
」
を
策
定
し
、
次
の
と

お
り
取
り
組
み
ま
す
。

取
組
期
間
　
〜
10
月
31
日
㈭

※
期
間
終
了
後
に
お
い
て
も
、
継
続

可
能
な
節
電
行
動
項
目
に
つ
い
て
は

各
施
設
管
理
者
の
判
断
の
下
で
自
主

〜
国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ
〜

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
初

期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
な
く
、

症
状
が
現
れ
た
時
に
は
病
状
が
進
行

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
を
受
診
し
て
自
分
の
健

康
状
態
を
客
観
的
に
把
握
し
、
生
活

習
慣
の
改
善
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
と
は

　
特
定
健
診
は
生
活
習
慣
病
対
策
を

主
な
目
的
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
加
入
者
で
40
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
特
定
健
診
の
自
己

負
担
額
が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
と

判
定
さ
れ
た
人
に
は
、
各
会
場
で
市

の
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
生
活
習

慣
改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
な
ど
が
気
に
な
る
人

は
積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
対
象
者
へ
は
今
月
中
旬
に
問
診
票

な
ど
の
関
係
書
類
を
送
付
し
ま
す

日
程
・
場
所

　
左
上
表
の
と
お
り

受
付
時
間
　
午
前
8
時
〜
11
時

対
象
　
平
成
26
年
3
月
31
日
現
在
で

40
歳
以
上
の
市
国
保
被
保
険
者

※
問
診
票
な
ど
を
送
付
す
る
人
は
、

平
成
25
年
4
月
30
日
現
在
で
市
の
国

保
に
加
入
し
て
い
る
人
で
す
。
平
成

25
年
5
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
に
転

入
し
た
り
、
ほ
か
の
健
康
保
険
か
ら

切
り
替
え
て
国
保
に
加
入
し
た
り
し

た
人
で
、
特
定
健
診
の
受
診
を
希
望

す
る
人
は
、
保
険
年
金
課
へ
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
国
保
以
外
の
健
康
保
険
の
加
入
者

を
対
象
と
し
た
特
定
健
診
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
加
入
す
る
健
康
保

険
者
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

健
診
項
目

【
基
本
項
目
】　
質
問
票
（
服
薬
歴
、

喫
煙
歴
な
ど
） 

、
身
体
測
定
（
身
長
・

体
重
･
B
M
I
･
腹
囲
） 

、
身
体
診

察
、
血
圧
測
定
、
血
液
（
肝
機
能
・

腎
機
能
・
血
糖
・
脂
質
）
検
査
、
尿

検
査

【
詳
細
項
目
】（
一
定
の
基
準
で
医

師
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
実
施
）

心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査
、
貧
血
検

査持
ち
物

　
国
保
被
保
険
者
証
、
受
診

券
兼
問
診
票
、
ス
リ
ッ
パ
（
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
受
診
す
る
人
を
除
く
）

日程表

日程 場所

7月4日㈭・7日㈰・8日㈪・9日㈫・
10日㈬・11日㈭、9月26日㈭・28日
㈯・30日㈪、10月6日㈰・7日㈪・
9日㈬・10日㈭・11日㈮

保健福祉センター

6月24日㈪ 公民センター

6月25日㈫・26日㈬、9月24日㈫ 冨士センター

6月27日㈭、9月25日㈬ 桜台センター

6月28日㈮・29日㈯、7月2日㈫・
3日㈬、10月1日㈫・2日㈬・3日
㈭・4日㈮

西白井複合センター

※受付時間は8：00 ～ 11：00です

エコ・クッキング講座
　市では、料理を通じて省エネとごみの減量について学びな
がら、エコな生活を身に付けてもらうためのエコ・クッキン
グ講座を開催します。
　簡単な料理で、生ごみの減量にもなり、地球にも家計にも
優しいクッキングを体験してみませんか。
日程・場所　7月7日㈰・西白井複合センター
　　　　　　7月20日㈯・桜台センター
時間　午前10時～午後1時30分
対象　市内在住・在勤の18歳以上の人　各日20人（申し込み順）
メニュー　ひんやりトマトの和風冷製パスタ、イタリアン玉
子スープ
持ち物　エプロン、三角巾、手拭き用タオル、筆記用具
参加費　800円（材料費）
※参加費は当日徴収します。
■申・■問　6月28日㈮までに参加希望日、住所、氏名、電話番
号を電話で環境課環境保全班　内線3276・7へ

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
費
用
の
一
部
助
成

　
市
で
は
1
年
以
上
国
保
に
加
入
し

て
い
る
40
歳
以
上
の
人
で
、
な
お
か

つ
国
保
税
に
未
納
が
な
い
世
帯
に
属

す
る
人
を
対
象
に
、
人
間
ド
ッ
ク
お

よ
び
脳
ド
ッ
ク
の
受
検
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
を
希
望
す
る
人
は
、
受
検
前

に
必
ず
保
険
年
金
課
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
特
定
健
診
を

受
診
し
た
人
は
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
申
請
方
法
や
助
成
費
用
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
　
保
険
年
金
課
保
険
年
金
班
　
内

線
3
1
8
1

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
施
設
内
の
冷
房
の
設
定
温
度
は
28

度
に
す
る

※
乳
幼
児
、
児
童
お
よ
び
高
齢
者
な

ど
が
利
用
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

施
設
管
理
者
が
利
用
者
の
健
康
面
な

ど
を
考
慮
し
て
設
定
温
度
を
変
更
し

ま
す
。

●
職
員
の
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
を
励
行

す
る

●
複
数
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る

施
設
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
稼
働
台

数
を
制
限
す
る

●
必
要
の
無
い
照
明
は
こ
ま
め
に
消

す●
電
気
ポ
ッ
ト
や
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ

ー
な
ど
の
使
用
を
極
力
控
え
る

●
個
人
割
り
当
て
パ
ソ
コ
ン
の
設
定

を
ス
タ
ン
バ
イ
モ
ー
ド
に
す
る

●
毎
週
水
曜
日
の
ノ
ー
残
業
デ
イ
の

実
施
を
徹
底
す
る

●
自
動
販
売
機
の
節
電
を
設
置
者
に

要
請
す
る

●
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
設
置
す
る

問
　
管
財
契
約
課
管
財
契
約
班
　
内

線
3
3
4
1
・
2

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
5
月
16
日
か
ら
24
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施

し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い
て

「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

検
査
品
目

　
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
サ
ヤ

エ
ン
ド
ウ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ダ
イ
コ
ン
、

レ
タ
ス
、
ル
ッ
コ
ラ
、
ピ
ー
マ
ン
、

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ウ
メ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
市
が
所
有
す
る
検
出

器
で
の
測
定
下
限
値
は
、
セ
シ
ウ
ム

1
3
4 

・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。
測
定

下
限
値
は
、
検
査
容
器
の
容
量
・
密

度
な
ど
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

昨年の様子
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Q
　
携
帯
電
話
に
利
用
し
た
覚
え
の

な
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
料
金
が
発
生

し
て
い
る
と
い
う
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

内
容
は
「
退
会
処
理
を
し
な
い
ま
ま

放
置
さ
れ
未
納
に
な
っ
て
い
る
。
法

的
措
置
を
行
う
た
め
身
辺
調
査
に
入

る
。
本
日
中
に
連
絡
せ
よ
」
と
書
か

れ
て
い
る
。
メ
ー
ル
に
書
か
れ
て
い

た
電
話
番
号
に
連
絡
を
す
る
と
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
の
運
営
者
が
裁
判
所
に

申
し
立
て
を
し
て
お
り
、
取
り
下
げ

る
た
め
に
は
50
万
円
を
現
金
書
留
で

送
れ
と
言
わ
れ
た
が
、
ま
だ
送
っ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
請
求
の
電
話
が

頻
繁
に
か
か
り
困
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　 

（
30
代
・
女
性 

）

A
　
一
方
的
に
身
に
覚
え
の
な
い
請

求
を
し
て
く
る
架
空
請
求
の
ト
ラ
ブ

ル
は
、
ピ
ー
ク
時
か
ら
減
少
傾
向
が

続
い
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
ま
た
増

加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
メ
ー

ル
に
よ
る
も
の
で
、
は
が
き
や
電
話

に
比
べ
て
コ
ス
ト
が
安
い
た
め
不
特

定
多
数
の
人
に
送
っ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
最
近
は
以
前
の
よ
う

な
口
座
へ
の
振
り
込
み
で
は
な
く
、

現
金
書
留
や
宅
配
便
、
電
子
マ
ネ
ー

な
ど
、
被
害
救
済
が
難
し
い
方
法
で

送
金
さ
せ
る
手
口
に
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
利
用
し
た

覚
え
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
相
手
に
せ

心

当

た

り

の

な

い

メ

ー

ル

〜
架
空
請
求
の
ト
ラ
ブ
ル
〜

ず
、
無
視
し
て
様
子
を
み
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
電
話
や
メ
ー
ル
で
し

つ
こ
い
請
求
が
続
く
場
合
は
、
着
信
・

受
信
拒
否
機
能
を
活
用
す
る
ほ
か
、

電
話
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変

更
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　 

「
法
的
措
置
」
な
ど
と
言
っ
て
不

安
を
あ
お
ら
れ
て
も
、
絶
対
に
連
絡

を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
連
絡
す
る

と
、
固
定
電
話
の
番
号
や
勤
務
先
な

ど
、
相
手
が
ま
だ
知
ら
な
い
個
人
情

報
の
提
供
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多

く
、
自
宅
に
電
話
が
か
か
っ
て
く
る

な
ど
別
な
手
段
で
、
請
求
が
エ
ス
カ

レ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
過
去
に
利
用
し
た
別
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
こ
と
で
は
な
い
か
な
ど
と
思

い
、
一
度
で
も
料
金
を
支
払
っ
て
し

ま
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
目
で
請
求

が
続
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
を
受
け
て

心
配
に
な
っ
た
ら
、
相
手
に
連
絡
す

る
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
脅
迫
さ
れ
る
な
ど

極
め
て
悪
質
な
場
合
は
、
警
察
に
も

相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
167

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

住宅用高効率給湯器の設置費を補助します
　市では、高効率給湯器を設置した人に対し、補助金を
交付します。
　なお「白井市住宅リフォーム補助金」の助成を受けて
いる場合は、受給ができません。
※予算が無くなり次第、補助金の交付を終了します。
対象　平成25年4月1日以降に自己居住用戸建て住宅（併
用住宅を含む）に高効率給湯器を設置した人
対象給湯器・補助金額　ガスエンジン給湯器（通称エコ
ウィル）・5万円、CO2冷媒ヒートポンプ給湯器（通称エ
コキュート）・4万円、潜熱回収型給湯器（通称エコジョー
ズ）・1万5千円、燃料電池コージェネレーションシステ
ム（通称エネファーム）・10万円
申・問　申請書（環境課、市ホームページにあります）に必要事項を記入の上、必要書類
を添えて7月1日㈪午前9時から直接環境課環境保全班　内線3276・7へ

　
　
市
で
は
、
開
か
れ
た
市
政
・
公
正

で
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情

報
保
護
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

情
報
公
開
制
度

　
こ
の
制
度
は
市
政
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
身
近
で
開
か
れ
た
も
の
に
す
る

た
め
に
定
め
た
も
の
で
、
次
の
機
関

が
保
有
す
る
情
報
の
公
開
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
個
人
情
報
の
保
護
な
ど
の
た
め
、

請
求
内
容
を
す
べ
て
公
開
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
部
分
公
開
な

ど
を
行
い
可
能
な
限
り
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

◆
実
施
機
関

　
情
報
公
開
を
実
施
す
る
市
の
機
関

は
、
市
長
・
教
育
委
員
会
・
選
挙
管

理
委
員
会
・
監
査
委
員
・
農
業
委
員

会
・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
・

水
道
事
業
・
議
会
で
す
。

◆
請
求
で
き
る
情
報

　
市
の
機
関
の
職
員
が
作
成
し
た
り

取
得
し
た
文
書
、
図
画
、
磁
気
テ
ー

プ
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
な
ど
で
す
。

◆
請
求
で
き
る
人

　
誰
で
も
請
求
で
き
ま
す
。

◆
市
政
に
関
す
る
情
報
の
提
供

　
広
報
し
ろ
い
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
、
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◆
平
成
24
年
度
運
用
状
況

　
左
上
表
の
と
お
り
で
す
。

平成24年度 情報公開制度の運用状況
請求の状況

請求
件数

公文書 
件数

決定区分など

公開 部分
公開 非公開 拒否 却下 取り

下げ
30 107 32 75 0 － － －

※決定に対する不服申し立てはありませんでした。

実施機関別請求の状況

実施機関名 請求件数

市長

総務課 2
秘書広報課 1
課税課 2
企画政策課 5
市民活動支援課 4
市民課 3
市民安全課 1
健康課 1
児童家庭課 1
高齢者福祉課 3
都市計画課 1
環境課 2
上下水道課 1

教育委員会 5
合　　計 32

非公開・部分公開の理由別内訳

非公開理由 件数

個人情報 54

法人等情報 44

公共安全等情報 －

国等関係情報 －

合議制機関等情報 －

意思形成過程情報 －

事務事業執行情報 －

法令秘情報 －

情報の存否に関する情報 －

不存在 1

合　　計 99

平成24年度 個人情報保護制度の運用状況
請求の状況

請求 
区分

請求 
件数

公文書
件数

決定区分など

開示 部分
開示 不開示 不存在 取り

下げ
開示 2 1 1 － － 1 －
※決定に対する不服申し立ておよび訂正・削除・中止についての請求
はありませんでした。

実施機関別請求の状況
実施機関名 請求件数

市長 市民課 1

教育委員会 1

合　　計 2

※同一の請求で実施機関・非公開理由が複数の場合があるため、合計は
請求の状況と一致しません。

※
選
挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委
員
・

農
業
委
員
会
・
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
・
水
道
事
業
・
議
会
に
対
す

る
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　
こ
の
制
度
は
実
施
機
関
が
個
人
情

報
を
正
し
く
安
全
に
取
り
扱
う
た
め

の
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
、
実
施

機
関
が
保
有
す
る
自
分
の
情
報
を
見

た
り
、
誤
り
を
正
し
た
り
す
る
権
利

な
ど
を
保
障
す
る
こ
と
で
市
民
の
皆

さ
ん
の
権
利
や
利
益
を
保
護
し
ま
す
。

◆
自
己
の
情
報
の
確
認
は

　
個
人
情
報
保
護
制
度
で
は
、
情
報

公
開
制
度
と
同
様
の
実
施
機
関
が
保

有
し
て
い
る
情
報
の
中
に
含
ま
れ
る

自
己
の
情
報
を
開
示
請
求
で
き
ま
す
。

◆
請
求
で
き
る
人

　
本
人
に
限
り
ま
す
が
、
本
人
が
未

成
年
者
の
場
合
な
ど
は
そ
の
親
権
者
、

成
年
後
見
人
ま
た
は
任
意
後
見
人
も

請
求
で
き
ま
す
。

※
請
求
の
際
に
は
、
運
転
免
許
証
な

ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

◆
平
成
24
年
度
運
用
状
況

　
左
下
表
の
と
お
り
で
す
。

※
選
挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委
員
・

農
業
委
員
会
・
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
・
水
道
事
業
・
議
会
に
対
す

る
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

請
求
に
か
か
る
手
数
料

　
両
制
度
と
も
手
数
料
は
無
料
で
す

が
、
情
報
の
写
し
の
交
付
や
郵
送
を

希
望
し
た
場
合
は
、
そ
の
実
費
が
掛

か
り
ま
す
。

申
・
問

　
所
定
の
様
式
（
総
務
課
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

総
務
課
行
政
班

　
内
線
3
3
1
2
へ

※
原
則
と
し
て
自
己
の
個
人
情
報
の

開
示
に
つ
い
て
は
郵
送
で
の
請
求
は

で
き
ま
せ
ん
。
請
求
の
宛
て
先
は
各

実
施
機
関
に
な
り
ま
す
。

～子育て支援センター「スマイル」～

育児講座
　熊谷由里助産師による
「卒乳・断乳」をテーマに
した講座を開催します。
日時　28日㈮　午後1時30
分～ 3時
場所　清水口保育園
対象　市内在住の乳幼児
とその保護者
20組（申し込み順）
■申・■問　17日㈪から直接子育て支援センター「ス
マイル」（清水口保育園内）　☎（491）8201へ

情報公開コーナー

情
報
公
開
で
開
か
れ
た
市
政
へ
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　  

「
成
年
後
見
制
度
」
と
は
、
認
知

症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
の

理
由
で
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
十

分
で
は
な
い
人
に
つ
い
て
、
そ
の
人

の
権
利
を
守
る
援
助
者
を
決
め
、
財

産
管
理
や
生
活
の
見
守
り
な
ど
を
通

し
て
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
成
年
後
見
制
度
は
、
大
き
く
分
け

る
と
「
法
定
後
見
制
度
」
と
「
任
意

後
見
制
度
」
の
2
つ
が
あ
り
、
そ
の

内
容
や
手
続
き
の
方
法
に
も
異
な
る

点
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、「
法
定
後
見
制
度
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
成
年
後
見
制
度
の
種
類

　
本
人
の
判
断
能
力
の
程
度
に
応
じ

て
「
補
助
」「
保
佐
」「
後
見
」
と
い

う
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

◆
利
用
を
申
し
立
て
る
先

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
申
し
立

て
る
先
は
、
家
庭
裁
判
所
で
す
。

※
本
人
の
住
所
地
が
市
内
の
場
合
、

管
轄
は
千
葉
家
庭
裁
判
所
佐
倉
支
部

と
な
り
ま
す
。

◆
制
度
の
申
し
立
て
が
で
き
る
人

　
本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親

族
な
ど
で
す
。

　
制
度
の
利
用
が
必
要
で
あ
り
な
が

ら
、
誰
も
申
し
立
て
る
人
が
い
な
い

場
合
、
市
長
が
申
し
立
て
を
行
い
ま

す
。

◆
申
し
立
て
に
必
要
な
書
類

　
申
立
書
（
家
庭
裁
判
所
な
ど
に
あ

り
ま
す 

） 

、
成
年
後
見
用
診
断
書
、

収
入
印
紙
、
本
人
の
戸
籍
謄
本
な
ど

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
成
年
後
見
人
な
ど
の
業
務

①
財
産
管
理
業
務

　
本
人
の
預
貯
金
や
不
動
産
な
ど
の

「
成
年
後
見
制
度
」
を

知
っ
て
い
ま
す
か

「
成
年
後
見
制
度
」
を

知
っ
て
い
ま
す
か

健康料理教室
～脂質異常症予防で血液サラサラ～

　健康診断などで｢コレステロール値が高め｣と言われたことはあ
りませんか。「特に気になる症状もないし」などとそのまま放置し
ておくのは危険です。最初はあまり自覚症状がありませんが「ド
ロドロ血」はあなたの全身を巡り、いずれは動脈硬化を引き起こし、
脳卒中や心臓病などの大きな病気につながります。
　教室では「血液サラサラにする食事」の講話と「油のとり方・
減塩の工夫」をふまえた調理実習を行います。
　この機会に、きれいな「サラサラ血」を目指しませんか。
日程・場所　下表のとおり
時間　午前10時～午後1時（受け付け　午前9時45分～）
対象　市内在住一般　各日20人（申し込み順）
持ち物　エプロン、三角巾、手拭用タオル、筆記用具
参加費　400円（材料費）
■申・■問　参加希望日・住所・氏名・電話番号を記入の上、Ｅメー
ルか電話で、健康課健康づくり推進班　☎（497）3494・{ 
kenkou@city.shiroi.chiba.jpへ

財
産
を
管
理
し
ま
す
。

②
身
上
監
護

　
本
人
の
生
活
の
様
子
や
本
人
の
希

望
を
確
認
し
、
本
人
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
契
約
を
結
び
ま
す
。

　
成
年
後
見
人
な
ど
の
同
意
を
得
な

い
で
本
人
が
行
っ
た
訪
問
販
売
な
ど

の
契
約
は
、
後
で
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
悪
質
商
法
の
被
害
が
あ

る
場
合
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
が
、

被
害
の
防
止
に
な
り
ま
す
。

◆
成
年
後
見
制
度
の
相
談
窓
口

　
成
年
後
見
制
度
を
詳
し
く
知
り
た

い
場
合
は
、
原
則
5
人
以
上
が
集
ま

れ
ば
、
制
度
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
、

自
宅
や
集
会
所
で
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
制
度
の
相
談
や
説
明
会
の
希
望
が

あ
る
場
合
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高

齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
☎
（
4

9
7
）
3
4
7
4

健康料理教室
日程 場所

7月18日㈭ 保健福祉センター
7月23日㈫ 西白井複合センター
7月25日㈭ 桜台センター

【
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
】

①
療
育
相
談

　
整
形
外
科
専
門
医
や
保
健
師
、
放

射
線
技
師
が
下
肢
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
を
受
け
ま
す
。

日
時
　
7
月
17
日
、
8
月
21
日
、
9

月
18
日
（
各
水
曜
日
）　  

午
後
3
時

〜
（
受
け
付
け

　
午
後
2
時
30
分
〜
）

対
象

　
股
関
節
脱
臼
の
疑
い
や
O
脚
、

内
股
、
歩
き
方
が
お
か
し
い
な
ど
の

整
形
外
科
的
な
相
談
を
希
望
す
る
18

歳
未
満
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
お
む
つ
、

ミ
ル
ク
な
ど

②
子
ど
も
ぜ
ん
息
・
ア
レ
ル
ギ
ー
相
談

　
小
児
科
の
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
医
や

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
が
相
談
を
受

け
ま
す
。

日
時
　
7
月
4
日
㈭
・
8
月
22
日
㈭

午
後
1
時
15
分
〜
4
時

対
象
　
ぜ
ん
息
や
ア
ト
ピ
ー
性
疾
患

な
ど
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
の
子
を
持

つ
保
護
者
　
各
日
6
人
（
申
し
込
み

順
）

③
不
妊
相
談

　
不
妊
で
悩
む
夫
婦
な
ど
に
対
し
て
、

医
師
や
助
産
師
、
保
健
師
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

※
不
育
症
に
関
す
る
相
談
も
行
っ
て

い
る
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
8
月
8
日
㈭
　
午
後
2
時
〜

4
時
（
問
診
　
午
後
1
時
30
分
〜
）

場
所

　
印
旛
合
同
庁
舎
（
佐
倉
市
）

対
象

　
不
妊
で
悩
む
夫
婦
　
3
組

（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
各
相
談
日
の
3
日
前
ま
で

に
電
話
で
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
課
☎
0
4
3
（
4
8
3
）

1
1
3
4
へ

子ども医療費助成制度の所得制限上限額を拡大します
　市では子育て世帯の経済的負担を軽減するため、中学3年生までの子どもが病気やけがをしたとき、健康保険証を使用した保険診療について、医
療費の自己負担分の一部または全部を助成しています。
　小・中学生への助成については所得制限がありますが、平成25年8月1日より下表のとおり所得制限の上限額が拡大します。
　現在受給券を持っている人の有効期間は7月31日までです。8月1日以降も引き続き対象となる人には、新しい受給券を7月下旬までに送付します。
◆拡大の内容

◆助成の内容
　保険診療内の医療費（小学生以上3割負担）が対象となり、通院1回300円、入院1日300円を自己負担し、その差額分を市が助成します。
※市区町村民税の所得割が非課税の場合は自己負担額は無料です。
◆助成の方法
　千葉県内の医療機関などで受給券および被保険者証で受診した場合、窓口で自己負担額を支払い、助成すべき額を本人に代わり市が当該医療機
関へ支払います。
　受給券が手元に届いていないまたは県外の医療機関で受診した場合は、「子ども医療費助成金給付申請書」（健康課、市ホームページにあります）
に必要事項を記入の上、領収書を添えて市へ申請してください。後日、自己負担額を差し引いた金額または全額を指定金融機関に振り込みます。
※保育園や学校内での傷病などで日本スポーツ振興センターの災害共済給付の対象となる医療費については、受給券は使用できません。
◆子ども医療費助成制度の登録申請に必要な書類
　「子ども医療費助成受給券」が発行されていない世帯には、5月下旬に「白井市子ども医療費助成登録申請書」を送付しましたので、必要書類を
添えて健康課へ直接持参するか郵送で申請をしてください。
○白井市子ども医療費助成登録申請書（健康課、市ホームページにもあります）
○印鑑
○振り込みを希望する銀行口座の分かるもの
○保険証の写し（表面）
○平成25年1月2日以降に白井市へ転入した人は、平成25年度分の課税証明書（市区町村民税の所得割と均等割、
合計所得金額、所得控除額の内訳、扶養人数などが記載されたもの）
※申請書を送付した世帯で、平成25年1月1日時点の住所が白井市でなかった場合、市で所得状況の確認ができな
いので、居住していた市町村の課税担当課に問い合わせ、課税証明書を7月12日㈮までに提出してください。
　保護者2人分の証明書が必要な場合もありますので、詳細については問い合わせてください。
■問　健康課母子保健班　☎（497）3495

旧限度額
扶養親族などの数 所得制限限度額

0人 532万円
1人 570万円
2人 608万円
3人 646万円

新限度額
扶養親族などの数 所得制限限度額

0人 622万円
1人 660万円
2人 698万円
3人 736万円

※扶養親族などの数が４人以上の
場合の限度額は、1人につき38万
円（扶養親族などが老人控除対象
配偶者または老人扶養親族である
時は44万円）を加算した額です。
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教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
7
月
6
日
㈯
・
桜
台

セ
ン
タ
ー
、
7
月
22
日
㈪
、
白
井
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
　
午
後
6
時
20
分
〜
8
時

※
1
件
当
た
り
の
相
談
時
間
は
1
時

間
程
度
で
す
。

対
象
　
中
学
校
を
卒
業
し
た
15
歳
か
ら

39
歳
ま
で
の
人
か
そ
の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
各
日
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
し
た
い
人

と
の
続
柄
を
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内

線
3
4
3
3
・

 syougai-gaku

syuu@
city.shiroi.chiba.jp

へ

文
化
財
講
演
会

　
市
内
に
は
年
代
を
経
た
建
物
が
身

近
な
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ

う
し
た
建
物
を
以
前
よ
り
も
い
ろ
い

ろ
な
視
点
か
ら
幅
広
く
「
文
化
財
」

と
し
て
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
建
造
物
が
専
門
で
千
葉

県
文
化
財
保
護
指
導
員
と
し
て
活
躍

中
の
金
出
ミ
チ
ル
先
生
が
「
身
近
な

歴
史
あ
る
建
物
を
み
つ
け
る
〜
調
べ

方
と
ま
も
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
、

文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
見
出
し
、

使
い
続
け
、
継
承
し
て
行
く
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
「
か
た
ち
」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

日
時

　
22
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
20
分

場
所

　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

対
象

　
一
般

　
90
人
（
先
着
順
）

入
場
料

　
無
料

問
　
文
化
課
文
化
班
　
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

　
　

星
空
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

　
七
夕
の
夕
べ
に
「
ラ
ピ
ス
ラ
ズ

リ
」
の
ギ
タ
ー
と
歌
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
星
空
の
解
説
も
あ
る
大
人
向

け
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、
晴
れ
て
い

た
ら
星
の
観
望
会
が
あ
り
ま
す
。

場
所
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
ド
ー
ム

日
時
　
7
月
7
日
㈰
　
午
後
6
時
〜

7
時
20
分

定
員
　
一
般
　
86
人
（
先
着
順
）

チ
ケ
ッ
ト
代
　
7
0
0
円
（
前
売
り

6
0
0
円
）

※
6
月
15
日
㈯
か
ら
前
売
り
を
開
始

し
、
観
望
会
は
無
料
で
す
。

問
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
　
☎
（
4

9
2
）
1
1
2
5

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
当
分
の
間
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
7
月
6
日
㈯
・
7
日
㈰
・
13

日
㈯
・
14
日
㈰
・
27
日
㈯
・
28
日
㈰

午
前
9
時
〜
午
後
6
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
6
0
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
4
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
申
請
書
（
生
涯
学
習
課
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
6
月
25
日
㈫
ま
で
に
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3

4
3
5
へ

私立幼稚園
就園奨励費補助金
　市内在住の3・4・5歳児が公認の私
立幼稚園に通園している場合、その
保護者に保育料の一部を補助します
（所得制限あり）。
　補助金額は右表1・2のとおり各基
準によって異なります。
　右表の区分に関わらず「園児を同
時に3人以上通園させている世帯の3
人目以降の園児」の補助限度額につ
いては、308,000円となります。
対象　市内在住で平成19年4月2日か
ら平成22年4月1日までに生まれ、公
認の私立幼稚園に通園している幼児
を持つ保護者
※満3歳に達した幼児（平成22年4月2
日～平成23年4月1日生まれ）が、翌
年の4月を待たずに年度の途中から幼
稚園に入園する場合も補助の対象と
なります。
■申　各幼稚園を通じて配布する「保
育料等減免措置に関する調書」に必
要事項を記入の上、直接通園してい
る幼稚園へ
■問　学校教育課学務班　内線3421・4

【表1】私立幼稚園就園奨励費補助金

基準（平成25年度の市町村民税
額など）

補助限度額（年額）
1人就園または同一世帯から
2人以上就園している場合の
最年長者  　  （第1子）

同一世帯から2人以上就園し
ている場合の次年長者

（第2子）

同一世帯から3人以上就園し
ている場合の左欄以外の園
児　　　　　（第3子以降）

生活保護世帯 229,200円 268,000円 308,000円

市町村民税非課税世帯 199,200円 253,000円 308,000円

市町村民税所得割非課税世帯 199,200円 253,000円 308,000円

市町村民税所得割課税額年額が
基準額A以下となる世帯 115,200円 211,000円 308,000円

市町村民税所得割課税額年額が
基準額Aを超えB以下となる世帯 62,200円 185,000円 308,000円

【表2】私立幼稚園就園奨励費補助金（小学1～３年生の兄・姉を有している場合）

基準（平成25年度の市町村民税額など）

補助限度額（年額）
小学1 ～ 3年生の兄・姉を1人有す
る園児の最年長者

　　　　　　　　　　 　（第2子）

小学1～ 3年生の兄・姉を1人有し、同一世
帯から2人以上就園している場合の左欄以
外の園児および小学1～ 3年生の兄・姉を2
人以上有している園児　　（第3子以降） 

生活保護世帯 249,000円 308,000円

市町村民税非課税世帯 226,000円 308,000円

市町村民税所得割非課税世帯 226,000円 308,000円

市町村民税所得割課税額年額が基準額A
以下となる世帯 163,000円 308,000円

市町村民税所得割課税額年額が基準額A
を超えB以下となる世帯 114,000円 308,000円

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

図
書
館
を
休
館
し
ま
す

　
蔵
書
点
検
（
図
書
館
資
料
の
点
検
・

整
理
）
を
行
う
た
め
、
図
書
館
を
休

館
し
ま
す
。

　
休
館
中
の
本
の
返
却
は
各
セ
ン
タ

ー
図
書
室
、
ま
た
は
図
書
館
の
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
　
18
日
㈫
〜
22
日
㈯

◆
蔵
書
点
検
と
は

　
蔵
書
点
検
と
は
、
図
書
館
に
あ
る

す
べ
て
の
資
料
を
1
点
ず
つ
機
械
で

読
み
取
り
、
管
理
し
て
い
る
デ
ー
タ

と
照
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
資
料
の
紛

失
な
ど
の
点
検
を
行
い
ま
す
。

問
　
図
書
館

　
☎
（
4
9
2
）
1
1

2
2

「
三
輪
車
耐
久
レ
ー
ス
」

参
加
者
募
集

　
印
旛
地
区
青
少
年
相
談
員
連
絡
協

議
会
で
は
、
印
旛
地
区
の
青
少
年
の

交
流
を
目
的
と
し
て
「
少
年
の
日
・

地
域
の
つ
ど
い
大
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
白
井
市
が
会
場
と

な
り
「
三
輪
車
耐
久
レ
ー
ス
」
を
行

い
ま
す
。

日
時

　
8
月
3
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
小
雨
決
行
・
悪
天
中
止
）

場
所

　
白
井
市
運
動
公
園

対
象

　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

60
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
水
筒
、
タ
オ
ル
、
保
険
証

の
写
し
、
必
要
に
応
じ
て
着
替
え

参
加
費
　
1
0
0
円
（
保
険
代
）

申
・
問

　
氏
名
、
住
所
、
学
校
名
、

学
年
、
性
別
、
電
話
番
号
、
生
年
月

日
、
保
護
者
氏
名
記
入
の
上
、
7
月

1
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が
き

ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習
課
社

会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
3
・

 

sy
ou
g
ai-g
ak
u
sy
u
u
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

金出ミチル先生

折
立
熊
野
神
社
本
殿

　
折
立
地
区
の
熊
野
神
社
は
創
建

は
不
詳
で
祭
神
に
は
伊い

ざ
な
み
の
み
こ
と

饒
那
美
命

他
を
祭
り
ま
す
。
本
来
は
折
立
字

南み
な
み
は
ら原
5
4
4
に
あ
っ
た
の
で
す

が
、
国
道
16
号
線
の
建
設
予
定

地
と
な
り
、
昭
和
33
年
に
折
立

5
4
4
―
2
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
国
道
16
号
線
西
白
井
駅
入
口
交

差
点
を
柏
方
向
に
3
0
0
㍍
程
進

み
、
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
よ
う
に
左
折

し
て
砂
利
道
に
入
り
、
60
㍍
程
進

む
と
右
手
に
熊
野
神
社
が
あ
る
林

が
現
れ
ま
す
。
庚

こ
う
し
ん
と
う

申
塔
の
並
ぶ
参

道
入
口
か
ら
2
基
の
石
造
鳥
居
を

く
ぐ
り
抜
け
て
登
っ
て
行
く
と
、

一
番
奥
の
小
高
く
な
っ
た
所
に
木

造
の
覆
屋
が
あ
り
、
そ
の
中
に
神

社
本
殿
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
殿
は
木
造
の
一

い
っ
け
ん
し
ゃ
間
社
流

な
が
れ
づ
く
り
造
で
、

屋
根
は
瓦

か
わ
ら
ぶ
き
葺
に
改
修
さ
れ
て
い
ま

す
。
軒の

き
ま
わ廻
り
や
妻
は
当
初
の
も
の

で
、
マ
ツ
材
を
用
い
ベ
ン
ガ
ラ
な

ど
で
赤
く
彩
色
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
身も

や舎
や
木
階
な
ど
は
嘉
永

5
年
（
1
8
5
2
）
に
修
理
さ
れ
、

ケ
ヤ
キ
材
の
素

し
ら
き
づ
く
り

木
造
と
し
随
所
に

彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

屋
根
を
支
え
る
庇

ひ
さ
し
ば
し
ら
柱
は
1
本
の
木

材
か
ら
柱
と
一
緒
に
正
面
に
龍
が

彫
出
さ
れ
て
お
り
、
向
っ
て
右
の

柱
に
昇
龍
、
左
に
降
龍
が
彫
刻
さ

れ
て
い
ま
す
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　
折
立
熊
野
神
社
本
殿
に
は
建
立

時
と
修
復
時
の
寄
進
者
や
来
歴
を

記
し
た
「
棟む

な
ふ
だ札
」
が
残
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
正
徳
2
年

（
1
7
1
2
）
に
折
立
地
区
で
大

火
が
あ
り
、
神
社
本
殿
だ
け
で
な

く
村
中
が
残
ら
ず
焼
け
て
し
ま
い
、

そ
れ
以
前
の
由
緒
が
分
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
宝

暦
3
年
（
1
7
5
3
）
に
折
立
村

の
人
々
が
資
金
や
材
木
を
出
し
合

い
、
中
木
戸
村
（
現
在
の
根
地
区
）

の
大
工
の
手
で
本
殿
が
再
建
さ
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
各
地
区
に
あ
る
神
社
の
本

殿
は
江
戸
時
代
後
期
に
建
て
ら
れ

た
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
折
立

熊
野
神
社
本
殿
は
、
文
字
資
料
か

ら
正
確
な
建
立
年
代
の
分
か
る
神

社
建
築
の
中
で
、
市
内
最
古
の
も

の
と
し
て
重
要
な
も
の
で
す
。
ま

た
、
庇
柱
に
龍
が
彫
出
さ
れ
て
い

る
神
社
建
築
は
県
内
で
も
7
例
し

か
な
い
希
少
な
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
の
指
定
文
化
財
と
し
て

指
定
し
、
附

つ
け
た
り指
定
と
し
て
宝
暦
、

嘉
永
の
棟
札
の
2
枚
も
指
定
し
て

い
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰棟札

折立熊野神社本殿

庇柱の昇龍

●世帯構成員中2人以上に所得がある場合は、保護者およびそれ以外の家計の主宰者である扶養義務者の所得割課税額を
合算します。また、市町村民税の所得割課税額については、住宅借入金等特別税額控除前の所得割課税額です
●基準額Aとは、34,500円に次に掲げる①および②の額を足した額です
　①21,300円に16歳未満の扶養親族の数を掛けた額　②11,100円に16歳以上19歳未満の扶養親族の数を掛けた額
●基準額Ｂとは、171,600円に次に掲げる①および②の額を足した額です
　①19,800円に16歳未満の扶養親族の数を掛けた額　②7,200円に16歳以上19歳未満の扶養親族の数を掛けた額
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子

育

て

子

ど

も

高

齢

者

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
27
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

桜  

お
は
な
し
会

　
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
「
お
は
な

し
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
よ
る
絵
本
や
紙

芝
居
な
ど
の
お
は
な
し
会
を
行
い
ま

す
。

日
時
　
7
月
3
日
、
8
月
7
日
、
9

月
4
日
（
各
水
曜
日
）　
午
前
11
時

30
分
〜

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　

（
自
由
参
加
）

駅  

ね
ん
ね
さ
ん
&
プ
レ

マ
マ
ち
ゃ
ん

　「
ネ
コ
ち
ゃ
ん
う
ち
わ
」
を
作
っ

た
後
、
触
れ
合
い
遊
び
や
茶
話
会
を

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

コ  第２回白井産業まつり
　

　
　白井産業まつりは「白井市の商業・工業・農業の祭典」
を目的とし、市の産業を広く知ってもらうためのイベント
です。市内の業者や店舗による展示・販売を行うほか、子
どもたちが楽しめる無料体験コーナーや有料でできる小物
入れ作りなどがあります。
　また、菅原勝也さんのマジックショーや鈴木ミチwithラ
ブペアーズの歌とダンスのステージも開催します。
日時　7月6日㈯　午前9時30分～午後4時
※マジックショーは午前11時～と午後2時30分～、歌とダ
ンスのステージは午後0時30分～です。

白  どんな仕事があるのかな
　
　白井コミュニティセンターで開
催する「白井産業まつり」で、仕
事に関するクイズラリーを開催し
ます。全問正解者には景品をプレ
ゼントします。
日時　7月6日㈯　午前10時～午後
3時
対象　幼児～高校生　100人（先
着順）

複  身近な介護保険・介護予防講座

桜  学ぶKids「さくセン合宿」
実行委員募集

　
　8月9日㈮・10日㈯、桜台中学校区の小学
4年～中学生を対象に、桜台センターで子ど
もの自立と地域交流を目的とした一泊二日
の合宿を予定しています。
　合宿の企画や、当日子どもたちと一緒に
活動する実行委員を募集します。実行委員
会議は全3回を予定し、合宿で行う活動内容
を会議で決定します。
第1回会議日時　6月29日㈯　午後1時～ 3時
対象　市内在住のおおむね18歳以上の人　
若干名（申し込み順）
■申　6月25日㈫までに電話か直接桜台センターへ

桜    
子
ど
も
囲
碁
・
将

棋
教
室

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
優
し
く
教

え
て
く
れ
る
の
で
、
初
心
者
で
も
楽

し
く
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
教
室

で
す
。

日
時
　
6
月
22
日
、
7
月
27
日
、
8

月
24
日
、
9
月
28
日
（
各
土
曜
日
・

全
4
回
）　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

（
自
由
参
加
）

公  

0
歳
児
「
つ
く
し

ち
ゃ
ん
」

　
市
の
保
健
師
か
ら
子
育
て
に
つ
い

て
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
相
談

も
で
き
ま
す
。

日
時
　
7
月
1
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
24
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
25
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
6
月
27
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

複  

バ
ブ
ち
ゃ
ん
ラ
ン
ド

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
な
が
ら
、

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
7
月
10
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
6
カ
月
未
満
の
子
と
そ
の
保

護
者
　
16
組
、
妊
娠
6
か
ら
8
カ
月

ま
で
の
人
　
4
人
（
い
ず
れ
も
申
し

込
み
順
）　

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト

参
加
費
　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
7
月
6
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

月
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者
　
15
組

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル
2
枚

講
師

　
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

沖
本
真
季
さ
ん

申
　
本
日
午
前
9
時
か
ら
電
話
か
直

接
白
井
児
童
館
へ

親
子
の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
　
7
月
2
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
生
後
2
カ
月
か
ら
1
歳
ま
で

の
子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物

　
バ
ス
タ
オ
ル

申
　
6
月
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

公  

親
子
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う

　
お
も
ち
ゃ
の
魚
を
釣
っ
て
遊
び
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
7
月
8
日
㈪

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
7
月
3
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

　介護保険の知識と介護予防のための体操などを学
ぶことができる、全3回の講座です。
日時　6月27日、7月4日・18日（各木曜日・全3回）
午前10時～正午
対象　市内在住・在勤者　15人（申し込み順）
■申　6月20日㈭までに電話か直接西白井複合セン
ターへ

　公  子どもクッキング
　いろいろな「似顔絵クッキー」を作ろう。
日時　29日㈯　午前10時～午後1時
対象　小学生以上　16人（申し込
み順）
持ち物　エプロン、マスク、三角巾、
布巾、上履き、飲み物
参加費　300円（材料費）
■申　22日㈯までに参加費持参の上、
直接公民センターへ

白  

ベ
ビ
ー
＆
マ
マ
ヨ
ガ

　
子
ど
も
と
一
緒
に
体
を
動
か
し
、

産
後
の
体
を
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
10
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
生
後
1
カ
月
か
ら
1
歳
6
カ

　公  作ってみよう
　鳥の形をしたやじろべえ「バランスバー
ド」を作ります。作った後は、指の上に
乗せて遊びましょう。
日時　7月6日㈯　午前10時～午後1時
対象　小学生以上　15人（申し込み順）
持ち物　上履き、飲み物
参加費　100円（材料費）
■申　6月29日㈯までに参加費持参の上、直
接公民センターへ

楽しいマジックショー
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趣
味
・
教
養
・
学
習

イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
白
井
市
郷
土
史
の
会
会
員
募
集

　
語
り
伝
え
る
白
井
の
歴
史
、
伝
統
、

文
化
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
月
7
日
　
午
前
9
時
30
分

〜
正
午
　
場
所
　
市
内
各
セ
ン
タ
ー

年
会
費
　
5
、
0
0
0
円
（
機
関
誌

「
た
い
わ
」
作
成
代
な
ど
）

問
　
小
木
曽
☎
（
4
9
1
）
1
9
7
9

◆
フ
ォ
ル
ム
・
ユ
ー
洋
裁
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集

　
好
き
な
も
の
が
縫
え
ま
す
。
着
物

か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
1
・
3
火
曜
日
　
午

前
10
時
〜
午
後
2
時
　
場
所
　
桜
台

セ
ン
タ
ー
　
月
会
費
　
3
、
0
0
0

円
（
施
設
使
用
料
な
ど
）

問
　
高
橋
☎
（
4
9
7
）
0
5
5
3

◆
子
ど
も
の
地
域
交
流
「
白
井
市
・

伊
達
市
あ
そ
ば
ね
会
」
民
泊
協
力
家

庭
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

　
福
島
県
伊
達
市
と
白
井
市
の
子
ど

も
た
ち
3
人
程
度
を
自
宅
に
宿
泊
さ

せ
て
く
れ
る
協
力
者
を
募
集
し
ま
す
。

宿
泊
後
は
、
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で「
お
別
れ
会
」を
行
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
8
月
2
日
㈮
か
ら
4
日

㈰
ま
で
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊

び
、
食
事
を
作
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
集
し
ま
す
。

宿
泊
日
時

　
8
月
3
日
㈯
午
後
5
時

か
ら
4
日
㈰
午
前
9
時
30
分
ま
で

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
あ
そ

ば
ね
会
実
行
委
員
会

　
黛
☎
・

（
4
9
2
）
1
3
9
1
へ

◆
神
保
君
雄
写
真
展
「
昭
和
50
年
代

白
井
　
あ
の
こ
ろ
の
村
」

　
昭
和
53
（
1
9
7
8
）
年
か
ら
約

15
年
間
、
白
井
市
（
当
時
は
印
旛
郡

白
井
町
）
農
村
地
域
の
人
々
の
日
常

生
活
を
撮
影
し
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
を

展
示
し
ま
す
。

日
時
　
〜
18
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
午

後
6
時

※
最
終
日
は
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

場
所
　
す
ず
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
彩さ
い
び美

（
白
井
木
戸
公
園
前
）

問
　
す
ず
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
彩
美
☎

（
4
0
2
）
4
3
0
2

◆
女
声
合
唱
団
コ
ー
ル
・
あ
り
の
実

定
期
演
奏
会

　「
ミ
サ
・
ブ
レ
ヴ
ィ
ス
」
の
他
、

ア
カ
ペ
ラ
「
7
つ
の
子
ど
も
歌
」
や

「
ひ
だ
ま
り
の
詩う

た
」
な
ど
の
懐
か
し

い
曲
を
合
唱
し
ま
す
。

日
時

　
23
日
㈰

　
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
30
分
〜
）　
場
所

　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
　
入
場
料

8
0
0
円
（
全
席
自
由
）

問
　
髙
木
☎
（
4
9
2
）
2
3
4
2

◆
白
井
写
友
会
夏
季
写
真
展

　
第
24
回
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

会
員
が
日
ご
ろ
撮
影
し
た
作
品
42
点

を
展
示
し
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
6
月
28
日
㈮
〜
7
月

7
日
㈰
・
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
7
月
8
日
㈪
〜
15
日
㈷
・

白
井
駅
、
7
月
16
日
㈫
〜
25
日
㈭
・

西
白
井
駅

※
文
化
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
休
館
で
、

初
日
は
午
後
0
時
30
分
か
ら
、
最
終

日
は
午
後
3
時
ま
で
で
す
。

問
　
小
野
☎
（
4
9
1
）
4
7
1
0

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
一
般（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
千
葉
盲
学
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
・
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　
視
覚
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
と
そ

の
保
護
者
や
関
係
者
な
ど
を
対
象
に

授
業
参
観
と
ミ
ニ
集
会
を
開
催
し
、

補
助
具
の
体
験
や
教
材
教
具
の
紹
介

も
行
い
ま
す
。

①
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

日
時
　
6
月
29
日
㈯
　
午
前
9
時
10

分
〜

②
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

日
時
　
7
月
30
日
㈫
・
31
日
㈬
　
午

前
9
時
30
分
〜

※
7
月
30
日
は
児
童
生
徒
と
そ
の
保

護
者
、
担
任
が
対
象
で
す
。

場
所
　
県
立
千
葉
盲
学
校
（
四
街
道

市
）

申
・
問

　
①
は
6
月
21
日
㈮
、
②
は

7
月
8
日
㈪
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
か
E

メ
ー
ル
に
参
加
希
望
者
の
氏
名
、
電

話
番
号
を
入
力
の
上
、
県
立
千
葉
盲

学
校
☎
0
4
3
（
4
2
2
）
0
2
3

1
・

0
4
3
（
4
2
4
）
4
5
9

2
・

 ch
ib
a-sb
@
ch
ib
a-c.

ed.jp

へ

◆
な
ご
み
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

2
0
1
3

　
新
し
い
音
楽
を
奏
で
る
バ
ン
ド

「
レ
・
キ
ア
ッ
キ
エ
ー
レ
」
に
よ
る
ピ

ア
ノ
と
バ
イ
オ
リ
ン
、パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
和
太
鼓
の
演
奏
で
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
7
月
6
日
㈯
　
午
後
1
時
30

分
〜
（
開
場
　
午
後
1
時
〜
）　
場

所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　
対
象

一
般
　
2
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

入
場
料
　
前
売
り
大
人
3
0
0
円
・

子
ど
も
1
0
0
円
（
当
日
券
大
人
5

0
0
円
・
子
ど
も
2
0
0
円
）

申
・
問

　
前
売
り
は
7
月
5
日
㈮
ま

で
に
電
話
で
穴
田
☎
（
4
9
1
）
6

9
3
9
へ

◆
和
久
洋
三
講
演
会
「
創
造
力
は
生

き
る
力
〜
童ど

う
ぐ具
づ
く
り
の
中
で
見
え

て
き
た
こ
と
〜
」

　
和
久
さ
ん
が
考
案
し
た
お
も
ち
ゃ

は
「
童
具
」
と
呼
ば
れ
、
子
ど
も
た

ち
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

の
創
造
力
を
育
む
力
を
持
つ「
童
具
」

の
魅
力
を
語
る
講
演
会
で
す
。

日
時
　
7
月
7
日
㈰
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
　
場
所
　
白
井
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
子
育

て
中
の
保
護
者
や
教
育
関
係
者
な
ど

70
人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費

　

1
、
0
0
0
円
（
施
設
使
用
料
な
ど
）

※
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
電
話
で
絵
本
と
童
具
の
ワ

ク
ワ
ク
ひ
ろ
ば
　
原
☎
（
4
9
2
）

8
6
8
1
へ

◆
県
立
四
街
道
特
別
支
援
学
校
「
教

育
・
医
療
相
談
会
」「
学
校
公
開
」

　
国
立
病
院
機
構
下
志
津
病
院
医
師

と
本
校
職
員
に
よ
る
個
別
相
談
会
や

学
校
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

　
7
月
9
日
㈫

　
午
後
1
時
〜

4
時
　
場
所
　
県
立
四
街
道
特
別
支

援
学
校
（
四
街
道
市
）　  

対
象
　
病

気
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
な
ど

申
・
問

　
電
話
で
県
立
四
街
道
特
別

支
援
学
校
☎
0
4
3
（
4
2
2
）
2

6
0
9
へ

◆
ご
み
の
減
量
・
分
別
講
習
会

　
印
西
地
区
の
ご
み
処
理
の
現
状
や

ご
み
の
正
し
い
分
け
方
・
出
し
方
に

つ
い
て
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
希

望
者
は
、
ご
み
分
別
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
登
録
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
7
月
19
日
㈮
　
午
後
2
時
〜

場
所
　
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組

合
（
印
西
市
）　
対
象
　
白
井
市
・

印
西
市
・
栄
町
在
住
一
般
　
40
人（
申

し
込
み
順
）

申
・
問

　
7
月
1
日
㈪
か
ら
12
日
㈮

ま
で
に
電
話
で
印
西
地
区
ご
み
減
量

推
進
連
絡
会
事
務
局
☎
0
4
7
6

（
4
6
）
2
7
3
2
へ

◆
「
福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア
・

i
n
ち
ば
」

　
社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
就
職
希

望
者
を
対
象
に
、
施
設
の
採
用
担
当

者
と
の
面
談
や
相
談
会
な
ど
を
行
い

ま
す
。
事
前
申
し
込
み
な
く
参
加
で

き
ま
す
。

日
時
　
7
月
21
日
㈰
　
午
後
1
時
〜

4
時
　
場
所
　
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会

議
場
（
千
葉
市
）　
参
加
費
　
無
料

問
　
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
0
4

3
（
2
2
2
）
1
2
9
4

◆
身
近
な
緑
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

〜
日
本
と
海
外
の
自
然
遊
び
を
知
る
〜

　
千
葉
大
学
園
芸
学
部
の
庭
と
林
で

体
験
活
動
を
し
な
が
ら
、
自
然
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
汚
れ

て
も
よ
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

日
時
　
8
月
8
日
㈭

　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
30
分
（
受
け
付
け

　
午
前

9
時
30
分
〜
）　
場
所
　
千
葉
大
学

園
芸
学
部
（
松
戸
市
）　
対
象
　
小

学
5
・
6
年
生

　
20
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）　
持
ち
物

　
筆

記
用
具
　
参
加
費
　
無
料

※
原
則
と
し
て
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。
小
学
生
は
無
料
で
昼
食

が
付
き
ま
す
が
、
保
護
者
の
昼
食
は

有
料
（
1
、
0
0
0
円
）
で
す
。

申
・
問

　
7
月
8
日
㈪
ま
で
に
電
話

か
E
メ
ー
ル
で
千
葉
大
学
園
芸
学
部

学
務
係
☎
0
4
7
（
3
0
8
）
8
7

1
2
・

 zag
8
7
1
2
@
o
ffice

.

ch
iba-u

.jp

へ

昨年の様子

出
会
い
の
広
場
「
街
コ
ン
de
白
井
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

企
画
運
営
に
協
力
し
、
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
る
実
行
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
一
般
　
7

人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
6
月
22
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

複  
健
康
体
操
〜
フ
ラ
ダ

ン
ス
〜

　
こ
の
夏
「
ア
ロ
ハ
」
の
心
を
感
じ

て
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
3
日
・
10
日
（
各
水
曜

日
・
全
2
回
）　
午
後
1
時
〜
2
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
40
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
　
6
月
30
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

公  

自じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ

彊
術

　
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

自
彊
術
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
7
月
4
日
㈭

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
一
般
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

参
加
費
　
2
0
0
円
（
資
料
代
）

申
　
6
月
29
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

コ  「
街
コ
ン
de
白
井
」

実
行
委
員
募
集

　
8
月
17
日
㈯
に
市
内
で
初
め
て
の

駅  市民活動パワフルデ―

　市内で活動しているサークルや市民
活動団体が、活動の発表・販売・展示
を行います。
　各団体が空手やカラオケ、合唱、ダ
ンスなどを披露し、手作り味噌やパン、
「サラダそば」などを販売します。
　また、野菜や雑貨などが当たる抽選
会も開催します。
　何かを始めたいと考えている人や
サークル活動、市民活動に興味のある
人は参加してみませんか。
日時　29日㈯　午前11時～午後3時30分

参加団体一覧
内容 団体名

発表
白井空手サークル、さくら会（カラオケ）、わかば会
（カラオケ）、歌声サークル、社交ダンス研究サークル、
白井スコティッシュカントリーダンスグループ　他

販売
NPO法人みどりと大地の会、シュガーデニッシュ、
健康文化都市夢ふれ愛サークル　他

展示 レッツクッキング、アニマルフレンド　他

2013.6.157



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2013.6.15 8み ん な の ひ ろ ば

の
交
流
会
、
老
人
福
祉
施
設
の
見

学
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
部
門
は
、
公
園
清
掃
活
動

や
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
か
ら

ど
ん
ぐ
り
を
預
か
り
、
市
内
の

小
学
生
に
育
て
て
も
ら
い
、
将

来
、
東
北
の
山
に
帰
す
と
い
う
事

業
、
白
井
の
ゴ
ミ
を
減
量
す
る
活

動
お
よ
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

普
及
な
ど
に
つ
い
て
の
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
健
全
育
成
部
門
は
、
市

内
全
小
学
校
で
寸
劇
な
ど
を
通
し

て
「
薬
物
乱
用
防
止
教
室
」
を
開

催
し
、
市
か
ら
1
人
も
薬
物
乱
用

者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
と
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
中
学
生
を
対
象
に
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
の
た
め
、

弁
論
大
会
の
開
催
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
会
員
た
ち
で
市

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

結
成
５
周
年
　
　

　
白
井
シ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
（
以
下
「
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
）

は
、
船
橋
シ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
を
ス
ポ
ン
サ
ー
に
2
0
0
8

年
6
月
に
結
成
し
、
2
0
0
9
年

5
月
に
認
証
伝
達
式
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
の
5
月
で
結
成
5
周
年

を
迎
え
た
若
い
組
織
で
す
。

　
当
ク
ラ
ブ
は
「
地
域
社
会
の
生

活
、
文
化
、
福
祉
お
よ
び
公
徳
心

の
向
上
に
積
極
的
に
関
心
を
示

す
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
定
年
退

職
者
な
ど
を
中
心
に
多
種
多
様
な

人
材
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
は
主
に
、
地
域
活
動
を
中

心
に
、
会
員
の
職
業
、
経
験
お
よ

び
知
恵
を
奉
仕
活
動
に
生
か
し
な

が
ら
各
種
課
題
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

「
福
祉
」　「
環
境
」「
青

少
年
健
全
育
成
」
の
3

部
門
で
活
動

　
会
員
は
希
望
に
よ
り
「
福
祉
」

「
環
境
」「
青
少
年
健
全
育
成
」

の
ど
れ
か
一
部
門
に
所
属
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
部
門
で
は
、
万
一
の
場
合

に
備
え
て
「
つ
い
の
す
み
か
を
考

え
る
」
な
ど
の
講
演
会
を
開
催
し
、

障
害
者
支
援
や
福
祉
施
設
な
ど
と

仕
活
動
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
白

井
シ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
中

兼
　
☎
（
4
9
2
）
0
7
8
9
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

内
の
農
場
を
借
用
し
、
四
季
折
々

の
作
物
を
植
え
て
管
理
し
、
収
穫

を
楽
し
む
な
ど
農
業
を
通
し
て
の

交
流
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　
当
ク
ラ
ブ
で
は
一
緒
に
活
動
す

る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
知
識
と
経
験
を
地
域
の
奉

白
井
シ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
⑦

メガソーラー登場
　京葉ガス㈱が低炭素社
会の実現に貢献すること
を目的として、昨年11月
から建設していた「メガ
ソーラー」が4月12日、根
地区にある社有地の野球
グラウンド脇に完成しま
した。
　敷地面積約3.8㌶に、太
陽光パネル8,064枚がずら
りと並んでいます。年間発電量は約200万キロワット（２メガワット）で、
およそ一般家庭350軒1年分の電力量になります。市内で例えると、池
の上1丁目336世帯（4月末現在）を賄える電力量です。
　県内の都市ガス事業者としては初のメガソーラー施設となり、新エネ
ルギー時代の取り組みが注目されます。

天
　
衣
紋
竹
父
の
威
厳
が
匂
ひ
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
山
川
純
子

地
　
菖
蒲
湯
や
耳
遠
き
人
ゐ
る
ら
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
清
水
治
夫

人
　
葉
桜
や
幾
筋
通
る
日
の
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
福
加
あ
け
み

【
選
評
】　
天
　
衣
紋
竹
が
夏
の
季
語
で
す
。
掛
け
ら
れ
た
父

の
紋
服
か
ら
威
厳
が
た
だ
よ
う
。
　
地
　
俳
諧
的
な
面
白
さ

が
有
る
。
耳
が
遠
け
れ
ば
自
然
と
声
も
大
き
く
な
る
。

人
　
葉
桜
を
通
す
日
の
光
は
、
日
矢
と
も
言
い
初
夏
ら
し
い

美
し
さ
が
あ
る
。

　
　
梅
雨
寒
し
街
も
心
も
モ
ノ
ト
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口
　
上
坂
千
昭

万
緑
や
鹿
島
の
杜も
り

の
要
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
大
橋

　
茂

連
れ
立
ち
て
桜
吹
雪
を
浴
び
歩
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
大
屋
キ
ヌ

行
く
春
を
惜
し
み
て
人
の
声
優
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
松
　
　
織
本
泰
子

暮
れ
て
な
ほ
ボ
ー
ル
蹴
る
音
春
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
松
村
純
子

花
は
葉
に
会
は
ね
ば
い
つ
か
遠
き
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
柳
沢

　
純

新
緑
に
包
ま
れ
子
等
の
育
つ
街

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
横
山
久
雅
子

　ま
ん
さ
く
の
根
か
た
に
萌
ゆ
る
甘
草
を

今
年
も
摘
み
ぬ
酢
み
そ
和
へ
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
関
根
千
浪

【
選
評
】　
酢
味
噌
和
え
に
し
て
春
を
楽
し
む
た
め
、
今
年
も

甘
草
の
新
芽
を
摘
ん
で
い
ま
す
。
ま
ん
さ
く
の
花
を
愛
で
な

が
ら
の
味
は
格
別
で
し
ょ
う
。
羨
ま
し
い
限
り
で
す
。

手
賀
沼
の
水
面
か
が
よ
ふ
ひ
と
と
こ
ろ

ぽ
い
捨
て
禁
止
の
立
て
札
映
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
蝦
名
幸
子

空
高
く
雲
雀
さ
え
ず
る
九
十
九
里

に
わ
か
農
夫
の
蚕
豆
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
復
　
　
　
杉
原
賢
一

む
ら
さ
き
に
匂
へ
る
藤
の
房
影
に

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
天
空
を
指
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台
　
　
新
納
瑞
穗

越
し
て
よ
り
訪
は
る
る
こ
と
も
訪
ふ
こ
と
も

ま
れ
な
る
友
と
交
は
す
絵
手
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台

　
　
米
井
詩
織

りりしい声響く
　5月26日七次台中学校
体育館で「第16回市空
手道大会」が開催されま
した。会場には、幼児か
ら大人まで、100人を超
す選手と、選手を見守る
多数の保護者、関係者の
皆さんが集まりました。
　競技は、形（かた）の
完成度を競う「形試合」
と、力強さを競う「組
手試合」の2種類があり、
普段の鍛錬の成果を競

い合いました。市から、将来の日本チャンピオンがでるといいですね。

大地に広がる太陽光パネル

競技に真剣

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住
所
、

氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名

も
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
で
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持

参
、
〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井

市
復
1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書

広
報
課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係

　
内
線

3
3
7
2
〜
4
・

（
4
9
2
）
3

5
1
0
・ 

h
is
y
o
@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

～白井大規模太陽光発電所～

～「エイ」「ヤー」のりりしい掛け声が
　　会場いっぱいに響きました～

清水口八幡児童公園で月２回の清掃活動


